
■修正内容一覧表（相談支援機関向け） 資料４－５

懸念されている事項 調査で明らかにしたいこと 調査項目（案） 調査項目に対する修正意見及び事務局修正

■調査全般 ■アンケート調査の対象機関に生活困窮者自立相談窓口を追加すべき。
（同相談窓口の利用者に、ケアにより離職し困窮状態となっているものの存在
が見込まれるため） 〇

・調査対象に「生活困窮者自立
相談窓口」を追加

■調査全般 ■事務局修正：「ケアラー・ヤングケアラー」を「家族介護者」と省略しない。
（新たな言葉の入れると、回答者がわかりにくくなるため）

事務局

「表紙」

■ヤングケアラーの説明
「ヤングケアラー」とは、本来大人がすると想定されているような家事や家族の
世話などを日常的に行っていることにより、子ども自身がやりたいことができな
いなど、こども自身の権利が守られていないと思われる18歳未満の若者のこ
とを指します。

■国調査での定義を用いているが、「子ども自身がやりたいことができないな
ど、こども自身の権利が守られていないと思われる」という、主観的な評価を
調査定義に位置づけると、適切な回答が得られない可能性があるため、該当
部分を調査定義から除くべきと考える。 〇

・該当部分を調査定義から除
く。

「Ⅰ　基本情報」（４問）

〇事業所の種類

■問１ ご回答いただく方の事業所を教えてください｡(あてはまる番号１つに〇)
1. 地域包括支援センター
2. 障がい相談支援事業所

■問１ 調査対象機関を追加する場合、「生活困窮者自立支援相談窓口（事業
所）」の選択肢が必要

〇

・回答選択肢に「生活困窮者自
立支援相談事業所」を追加

〇回答者の職種

■問２ ご回答いただく方の職種を教えてください。（あてはまる番号１つに○）
1. センター長・管理者
2. 保健師
3. 社会福祉士
4. （主任）介護支援専門員
5. 相談支援専門員
6. その他の職種

■問２ 調査対象機関に「生活困窮者自立相談事業所」を追加する場合、そこ
に従事する職員「（主任）相談支援員」及び「就労支援員」の選択肢の追加も必
要

〇

・回答選択肢に「（主任）相談支
援員」と「就労支援員」を追加

〇回答者の所在地
■問３ 貴センター・事業所の所在地を教えてください。
　（ 　　　　　）振興局

〇回答者の市町村種別

■問４ 貴センター・事業所の所在地は市区町村のいずれか教えてください。
（あてはまる番号１つに○）
１. 市　　　２. 町　　　３. 村

■問４ 事務局修正：「市・区・町・村」を「市・町・村」に変更
（「区」は東京都特別区を指して、用いることが一般的であるため）

事務局

「Ⅱ　ケアラー・ヤングケアラーついて」(9問）

【ケアラーの概念】

〇ケアラー・ヤングケアラーの
概念が理解されていない。

〇ケアラー・ヤングケアラー
の概念の認識

■問５ 貴センター・事業所では「ケアラー・ヤングケアラー」（以下「家族介護
者」という。）という概念を認識していますか。（あてはまる番号１つに○）
1. 言葉を知らない
2. 言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない
3. 言葉を知っており、意識して対応している

■問５ 事務局修正：「ケアラー・ヤングケアラー」を「家族介護者」と省略しな
い、

事務局

■問５－２として、ケアラー支援の必要性について、住民や関係機関などの
方々が理解していると感じているかを問う項目を追加 事務局

■問６ 令和２年度以降、貴センター・事業所での相談で、家族等のケアをして
いる家族介護者からの相談を受け付けたことがありますか。（あてはまる番号
１つに○）（記録として把握していない場合でも構いません。）
1. ある　⇒　令和２年度のおおよその相談件数（　　　）件
2. ない

■問６ 本調査に該当するケアラーの数は、相当多数に上ることが想定され、
回答者によっては、抽出作業に苦慮する場合が考えられるため、回答内容を
「日常的に相談を受けるおおよその割合」に変更（「１割未満」「４割以上」など）

〇

・回答内容を「日常的に相談を
受けるおおよその割合」に変更

■問７ 貴センター・事業所において把握している家族介護者について、次の
事項を記載してください。
（１）人数　（２）性別　（３）年代（人）

■問７ 上記同様、抽出作業に苦慮する場合が考えられるほか、特に、（３）ケ
アラーの続柄までは確認しても、年代は把握していないことが多いことが考え
られるため、回答内容を「ケアラーの人数の把握の有無」及び「把握している場
合その人数」に変更⇒道内のケアラー数の把握として必要かどうか？

要検討

・回答内容を「ケアラーの人数
の把握の有無」「把握している
場合その人数」に変更

修正意見への対応

〇事業所におけるケアラーの
方々の把握及び相談状況

【相談に関する事項】

〇ケアラーの方々からの相談
に関する現状



■修正内容一覧表（相談支援機関向け） 資料４－５

懸念されている事項 調査で明らかにしたいこと 調査項目（案） 調査項目に対する修正意見及び事務局修正 修正意見への対応

■問８ 貴センター・事業所において、家族介護者から相談を受け付ける頻度
を平均すると、次のうち最も近いのはどれですか。（あてはまる番号１つに○）
（毎日～数年に１度までの９択）

■事務局修正：設問の削除
（問６の回答内容を、「おおよその相談割合」とすることで、設問の趣旨が重複
するため不要） 事務局

【相談に関する事項】

〇ケアラーの方々からの相談
に関する現状

〇事業所におけるケアラーの
方々の把握及び相談状況

■問９ 家族介護者から受けた相談事項にあてはまるものは、次のうちどれで
すか。（記録として把握していない場合でも構いません。）（あてはまるもの全て
に〇）
（利用サービス・計画作成担当者との関係・困窮・健康・仕事との両立
学業との両立・虐待（権利擁護）・ダブルケア・ケア対象との関係性
他の親族や地域との関わり・その他（　　））

■問８ 事務局修正：回答選択肢の内容のイメージがしやすいよう、具体例を
記載するなど文言を修正

事務局

〇現在行っている支援

■問10 貴センター・事業所が家族介護者への支援として現在行っていること
は次のうちどれですか。（あてはまるもの全てに〇）
（家族介護者同士の交流会、出張相談会、家族介護者へのアセスメント、就
労継続・再就職支援、通学している者･ひきこもり･医療的ケアの支援、他の福
祉窓口の情報提供、その他（　）、支援していない）

■問９ 事務局修正：回答選択肢を主だったもののみに減らし、「その他」欄に
具体的に複数記載できるよう修正

事務局

〇支援にあたっての課題

■問11 家族介護者支援にあたって課題となることは、次のうちどれですか。
（あてはまるもの全てに〇）
（ケアラー自身が支援を求めない、サービスの利用を望まない、ケアラーの概
念が理解されていない、相談先がわからない、求めるサービスが地域にな
い、地域住民がケアラーの概念を理解していない、職場関係者がケアラーの
概念を理解していない）

■問10 事務局修正：回答選択肢を主だったもののみに減らし、「その他」欄に
具体的に複数記載できるよう修正

事務局

〇行政に求める支援

■問12 家族介護者への支援として、行政に求める支援はどれですか。（あて
はまるもの全てに〇）
（役立つ情報の提供、集まれる場の充実、休息や睡眠が取れる機会の確保、
24時間対応の在宅サービス、入居施設の整備、緊急時に利用可能なサービ
ス、相談体制の充実、虐待防止や後見制度普及、就労支援、家族介護者が
亡くなった後の支援）

■問11 事務局修正：回答選択肢を主だったもののみに減らし、「その他」欄に
具体的に複数記載できるよう修正

事務局

【その他】

■問13 その他、家族介護者支援にあたっての課題や必要な支援など、お気
づきの点があれば、記載してください。

【支援に関する事項】

〇相談支援事業所における
ケアラー支援のあり方

〇事業所におけるケアラーの
方々の把握及び相談状況

【相談に関する事項】

〇ケアラーの方々からの相談
に関する現状


